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当協会は電子部品や電子機器、電気製品を取り扱う日本最大級の工業会であり、一部医療電子機
器（主として計測機器）も対象としている。最近は、Sciety5.0の実現に向けた社会課題解決に
向けた検討や提言活動も行ってきた。

IoTという言葉が出始める前から、医療機器が医療機関内だけで利用される時代は終わり、在宅
等の医療現場や外語施設等での活用・データ収集が普通に行われるようになってきた。

こうしたなか、当協会ではヘルスケアIT研究会を立ち上げ、予防・在宅・介護・見守りの現場
で、どのような解決すべき課題があるかの情報収集・解決策の検討を進めている。

昨年度は、報告書「IoTを活用した在宅医療・介護・見守りの実現のために」をとりまとめた。
本報告書では、JEITAの考えるヘルスケアIoT・ICTシステムや、このようなシステムの基本構造
を示すと共に、ユースケース事例を機能がどのように配置されるのかに着目しながら疾病管
理、重症化予防、介護予防、在宅ケア等を中心に多数紹介している。

また、技術面、制度面からの提言も行っており、新たなヘルスケアIoT、ICTシステム・サービス
の創出につなげるべく、関係省庁等への紹介とも行っているところ。

本講演では、報告書内容の紹介を行うと共に、今後アカデミアにも参加いただいての議論必要
となる事項について問題提起を行いたい。
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1.JEITA概要 
当協会は電子部品や電子機器、電気製品を取り扱う日本

最大級の工業会であり、一部医療電子機器（主として計測機

器）も対象としている(表 1)。最近は、Sciety5.0 の実現に向け

た社会課題解決に向けた検討や提言活動も行ってきた。 

IoT という言葉が出始める前から、医療機器が医療機関内

だけで利用される時代は終わり、在宅等の医療現場や外語

施設等での活用・データ収集が普通に行われるようになって

きた。 

こうしたなか、当協会ではヘルスケア IT 研究会を立ち上げ、

予防・在宅・介護・見守りの現場で、どのような解決すべき課

題があるかの情報収集・解決策の検討を進めている。 

 

表 1  JEITA 概要 
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ミッション 

Society 5.0に向けた社会課題を解決する
ために，あらゆる産業を繋げ、IT/エレク
トロニクス産業を中核にしたステークホ
ルダーを結節するプラットフォームを実
現する． 

 

 

沿革 

1948 年「無線通信機械工業会」設立 

1958 年「日本電子工業振興協会*」設立 

1958 年「無線通信機械工業会」から 

    「日本電子機械工業会*」に改称 

2000 年 2 団体*が統合して 

    「電子情報技術産業協会」が発足 

 

2.JEITAヘルスケア IT研究会の活動 
昨年度は、報告書「IoT を活用した在宅医療・介護・見守り

の実現のために」をとりまとめた。本報告書では、JEITA の考

えるヘルスケア IoT・ICT システムや、このようなシステムの基

本構造(図2)を示すと共に、ユースケース事例を機能がどのよ

うに配置されるのかに着目しながら疾病管理、重症化予防、

介護予防、在宅ケア等を中心に多数紹介している(表 2)。 

また、技術面、制度面からの提言も行っており、新たなヘ

ルスケア IoT、ICT システム・サービスの創出につなげるべく、

関係省庁等への紹介とも行っているところ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 ヘルスケア IoTシステムの基本構造 

 

表 2  ユースケース事例 

分類 ユースケース名 

疾病管理 

発症予防 

健康維持 

疾病予防 

家庭バイタル管理 

 

重症化予防 

服薬管理（薬の飲み残し予防等） 

糖尿病患者ケア（予防軍健康管理） 

透析予防 

介護予防 

口腔ケア 

認知症予防 

等 

外出可能群：運動機能 

口腔ケア 

引きこもり群：認知症予防 

 

 

在宅ケア 

在宅ケアのバイタル測定（有病者） 

在宅ケアのバイタル測定（センサ見守り） 

ロボットセンサの応用例 

見守り（精神疾患関連 認知症：自立支援） 

見守り（認知症高齢者） 

孤独死防止 

 

 

新たな 

拡大ケース 

急性期診断／新型インフルエンザ 

災害時、へき地、豪雪地域 

保険会社との連携 

製薬企業デジタルヘルス・治療アプリ 

働き方改革と睡眠の質 

ACP（Advance Care Planning） 

子どもの連れ去り，虐待の早期発見 
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本講演では、報告書内容の紹介を行うと共に、今後アカデ

ミアにも参加いただいての議論必要となる事項について問題

提起を行いたい。 
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